
技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

呉市立横路中学校 

教諭  岡下 祥久 

１ 日 時   平成28年12月16日（金） 5校時 

２ 場 所   呉市立横路中学校 木材加工室 

３ 学 年   第1学年1組（生徒数34名のうち17名） 

４ 題 材  「自由設計による木材を用いた製作品の設計・製作 ～技術の評価・活用～」 

５ 題材について 

 （１）題材観 

 本題材は，中学校学習指導要領 技術・家庭（技術分野）の内容A(1)から(3)を学習した後に内容A(2)「ウ 

材料と加工に関する技術の適切な評価・活用について考えること。」について指導するものである。材料と

加工に関する技術が社会や環境に果たす役割と影響について理解を深め，それらを適切に評価し活用する能

力と態度を育成することをねらいとしている。 

 （２）生徒観 

 これまでの学習では，自由設計による身の回りを整理する棚の作成をおこなってきている。身近な生活に

おける技術に関わる問題を見出して課題を設定し，その解決方策が最適なものとなるよう設計・計画を行い，

製作を行っている。 

また，「社会，環境及び経済といった複数の側面から技術を評価すること」に関しては，年度当初から，

様々な場面で考えるよう指導しており，約8割の生徒はこの考え方について理解をしている。しかし，７月

に行った定期試験では，「技術の進展により，わたしたちの生活が豊かになった反面，エネルギー資源の枯

渇や地球環境の破壊などの問題がおこっています。その問題に対してあなたは何ができますか。」という設

問に対して，技術的な側面を明確にして記述している生徒は約６割であった。 

本題材に入る前に下の表の調査項目でアンケート調査を行った。その結果，技術の学習は社会にとって必

要だと思う生徒が非常に多い反面，身の回りの製品がどのような構造をしているか考えたり，壊れた場合に

修理や点検を行ったり，製品を購入する際に，技術的な側面から評価して購入したりする生徒が少ないこと

が分かった。 

調査項目 肯定的評価（％） 

技術の学習は社会にとって必要だと思う 88.2 

材料と加工に関する技術の多くが産業の発展に役立っていると思う 73.5 

身の回りの製品が，どのような構造か考え，壊れた場合など修理を行うことがある 29.4 

製品を購入するとき，技術的な側面から商品を選ぶようにしている 35.3 

（３）指導観 

指導にあたっては，「製品を購入するとき，技術的な側面から商品を選ぶようにしている（評価）」，「身

の回りの製品が，どのような構造か考え，壊れた場合など修理を行うことがある（活用）」に課題が見られ

たことから，身近な製品を取りあげて，その製品に活用されている技術について社会的，環境的及び経済

的側面の３つの側面から比較検討させる。また，比較検討させる際には，消費者の立場や生産者の立場な

ど考える立場を明確にした上で個人思考をさせる。その後，集団思考をさせる場面を設定し，様々な考え

方を比較検討することで自分の考えをしっかりもたせるような指導の工夫をする。３つの側面や多様な立

場からの視点を基に，製品に込められた技術的な価値を見出すとともにその技術的な価値を根拠に技術の

価値を判断することができるようにする。 



６ 題材の目標 

  材料と加工に関する技術が社会や環境に果たしている役割と影響について理解させ，材料と加工に関する

技術を適切に評価し，活用する能力と態度を育成する。 

７ 題材の観点別評価規準 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 
生活の技能 

生活や技術についての知

識・理解 

・材料と加工に関する技

術について関心をも

ち，技術の在り方や活

用の仕方等に関する課

題の解決のために，主

体的に技術を評価し活

用しようとする。 

・材料と加工に関する技

術の在り方や活用の仕

方等について課題を見

付けるとともに，その

解決のために工夫し創

造して，技術を評価し

活用している。 

・材料と加工に関する技

術を適切に活用するた

めに必要な基礎的・基

本的な技術を身に付け

ている。 

・材料と加工に関する技

術についての基礎的・

基本的な知識を身に付

け，技術と社会や環境

とのかかわりについて

理解している。 

８ 指導計画（全31時間（第五次の２時間）） 

次 学 習 内 容 
評  価 

関 工 技 知 評 価 規 準 評価方法 

一 

１ ものづくりの視点と進め方 

【A(1)アA(3)】（1） ○    

・技術と生活の関わりを考え，省資源や

使用者の安全等を考慮して新しい発

想を生み出そうとしている。【関】 

・授業観察 

・自己評価 

 

二 

２ 材料 

① さまざまな材料 

② 材料の特徴 

③ 材料と環境とのかかわり 

【A(1)イ・A(2)ア】（4） 

 

 

○   ○ 

・木材，金属及びプラスチックなどの特徴

と利用方法についての知識を身に付け

ている。【知】 

・技術が環境問題の原因と解決に関わっ

ていることに気付く。 【関】 

・定期試験 

・ノート 

 

・自己評価 

・ノート 

三 

３ 設計 

① 使用目的と製作品の決定 

② 機能の検討 

③ 構造の工夫 

④ 使用する材料の選択 

⑤ 加工方法の検討 

⑥ 接合方法の検討 

⑦ 仕上げ方法の検討 

⑧ 製図 

【A(2)アイ・A(3)アイウ】（6） 

 

 

 ○   

・製作品の使用目的や使用条件を明確に

し，社会的，環境的及び経済的側面など

から材料，使いやすさ及び丈夫さなどを

比較・検討した上で，製作品やその構成

部品の適切な形状と寸法などを決定して

いる。【工】 

・構想を等角図，キャビネット図及び第三

角法などでかき表すことができる。【技】 

 

・定期試験 

 

 

 

 

 

・ノート 

・実技試験 

・定期試験 

 

四 

４ 実習 

① 部品表と工程表 

② けがき 

③ 切断 

④ 切削 

⑤ 穴あけ・溝ほり 

⑥ 部品の検査と修正 

⑦ 組立て 

⑧ 組立ての検査と仕上げ 

⑨ 表面と角の仕上げ 

【A(3)ウ】（18） 

 

 

 

 ○ ○  

・製作図を基にして，材料取り，部品加

工，組立て・接合，仕上げができる。

【技】 

・材料と加工に関する技術の課題を明確

にし，社会的，環境的及び経済的側面

などから比較・検討するとともに，適切な

解決策をみいだしている。【工】 

 

・実技試験 

・自己評価 

 

・定期試験 

・自己評価 

 



五 

５ 材料と加工に関する技術の評

価・活用 

【A(2)ウ】（2） 

 
・材料と加工に関する技術とわ

たしたち 

（2/2時間：本時） 

○ ○   

・材料と加工に関する技術の課題を見付

け，社会的，環境的及び経済的側面な

どから比較検討し，適切な解決策を示そ

うとしている。【関】 
・よりよい社会を築くために，材料と加工

に関する技術を適切に評価し活用しよ

うとしている。【関】 

・よりよい社会を築くために，材料と加工

に関する技術を適切に評価し活用して

いる。【工】 

・授業観察 

・自己評価 

 

 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

９ 本時の目標 

   材料と加工に関する技術の課題を進んで見付け，社会的，環境的及び経済的側面などから比較・検討しよ

うとするとともに，適切な解決策を示している。 

10 本時の学習展開 

 
学習活動 

指導上の留意点（○），（●「努力を要する」状況と判

断される生徒への手立て） 

具体の評価規準 

（評価方法） 

 

 

 

 

課

題

把

握 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 既習事項の確認・課題把握 （5分） 

○ 材料と加工に関す

る技術の特徴を確認

する。 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標を確認

する。 

 

○ 評価対象とする製品を示し特徴をまとめた表を参

考に評価する。（◎，○，△の３段階で評価させる。） 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の学習課題を明確にする。 

  「課題を解決するためにはどのようにしたらよい

か」生徒に投げかけ，本時のめあてが全体のもの

となるよう指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

個

人

思

考 

 

２ ３つの製品に関する技術の特徴を整理しよう （10分） 

 ○ 既習事項を参考にし，社会的側面，環境的側面，

経済的側面からどの製品を選択するか考える。 

 （立場：消費者（父親）） 

社：生活や安全にどのような影響があるのか。 

  環：周囲の環境にどのような影響があるのか。 

  経：どのような経済効果や影響があるのか。 

● 机間指導を行いながら，３つの側面について具体

的に連想できるようなキーワードを与えて思考を

促す。 

 

 

めあて：材料と加工に関する技術をいろいろな角度から見比べ，課題を解決することを通して

それらをどのように活用していきたいか自分の意見をまとめよう。 

 先生の実家では，父親が７０歳（古希）を迎え，少しずつ体に衰えを感じ，玄関での靴の

着脱に不安を感じるようになってきた。そこで，玄関に椅子を設置して，安心して靴の着脱

ができるようにしたいと考えている。しかし，ホームセンターに行ったところ，たくさんの

製品（木材，金属，プラスチック）があり，どの椅子にしようか迷っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

集

団

思

考 

 

 

 

 

 

 

 

３ 材料と加工に関する技術の特徴を整理しよう。②（25分） 

○ 様々な視点からど

の技術を選ぶべきか

考える 

 

 

 

 

○ 交流内容の発表 

○ 社会的側面，環境的側面，経済的側面について考

えられているか確認を行う。 

＊ 他者の意見を聞き，比較・検討しようとしている

生徒について肯定的評価を行う。 

● 班での討議に参加できていない生徒に対して，３

つの側面について具体的に連想できるようなキーワ

ードを与えて参加を促す。 

○ 班のメンバーと交流した内容について発表を行

う。 

  ホワイトボードにその製品を選択した場合のプラ

ス面，マイナス面を書かせ，なぜその製品にしたか

発表し掲示させる。 

・材料と加工に関

する技術の課題

を進んで見付

け，社会的，環

境的及び経済的

側面などから比

較・検討しよう

とするともに，

適切な解決策を

見いだしてい

る。【関，工】 

（ワークシート） 

 

ま

と

め 

・ 

振

り

返

り 

 

４ 本時のまとめ（10分） 

○ 技術の活用につい

て考える 

 

○ 材料と加工に関する技術の上手な使い方を考え

る。 

 

 

 

予想される生徒の反応 

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰで購入した椅子：  社 金属でできているため耐久性がある 

経 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸは購入金額が安い 環 木材だと廃棄するとき分解し易い  

自作した椅子： 環・経 壊れた場合，板を買って直せるし，分解して廃棄できるから など 


